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文政審議会は、臨時教育会議の後をうけて、大正13年4月 に設置され、昭和 正0年12月 に
廃止されるまでの約12年 間に、12件 の答申と5件 の建議を行なった政府直属の諮問機関であ
ったが、教育に関する基本事項がすでに臨時教育会議であらかた検討されていた'ために、従来そ
の存在 は臨時教育会議の補助的なものとみなされてきたこと、および文政審議会の関係文書が関
東大震災後の特殊事情か ら印行されないまま今 日に及び、またそれらが非公開であ ったことのた
めに、その研究は必ずしも十分なものではなか った。
本論文は、この点に着目し、最近ようや くその閲覧が可能 となった総理府所蔵の文政審議会関
係文書(全59冊 議事速記録50冊 、関係書類9冊)を 主要資料として、文政審議会におけ

















本論文ば大別 して二つの部分か ら成 る。その第1は 総論を構成する部分(第1章 から第3章 ま
で)で あり、ここでは文政審議会の全体構造を、その審議事項、構成メンバーとその背景、およ
び文政審議会の本質的性格の検討を通 して明らかにしようとする。第2は 、各論の部分(第4章


























後実業につ く者のための第1種 課程と、進学をめざす者を対象とする第2種 課程を併置するとい
う問題であるが、その歴史的沿革の中でこれを把えようとしている。
第4に 、軍事教育の強化に関す る問題をとりあげて考察 している。その一つは現役将校を学校
に配属 して教練の振興を図るという問題であり、他は勤労青少年を対象とする教練中心の教育を














的な考案に欠け、 また各論は 「それぞれ独立 した小論」として構成 しようとしたことか ら、問題
相互の関連性、ないしはそれ らを貫く共通の論理を追求することに欠けている。また、それ らの
意味づけや位置づけ自体も不十分なきらいがある。なお、文政審議会の意議を政治的、経済的、
社会的背景との関連において把えようとしてはいるが、この点においても十分な論及がなされて
いるとはいえない。
このような種々の点に欠陥がみられるが、未開拓の研究分野に着 目し、多くの資料をよく分析
し整理 して着実に研究を進め、文政審議会の史的意義づけを試みた努力は評価されてよい。特に
貴重な文政審議会関係文書の元本について、はじめて精細な分析をおこない、従来不十分であっ
た文政審議会の研究に端緒をつくり、 この分野の研究を一段と前進させる上に貢献するものがあ
るといえる。よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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